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のである O すなわち，まず入射パルス波を平面波(素波)に分解し， N個の誘電体層による素波の反
射係数を求めて，この反射係数を級数展開できる条件を明らかにし，ついで素波の反射係数が級
数展開できる場合には，入射パルス波に対する反射パルス波が解析的に求まることを示し，いくつか
の具体例について数値計算を行ない，反射パルス波の模様を明らかにしている。
第 3 章は，光伝送線路として近年著しい進歩を見せている誘電体線路のうち，コア・低屈折率中間
層・クラッドからなるW型誘電体線路について，そのパルス伝送特性を検討したものである。すなね
ち， W型誘電体線路に沿ってパルス伝送を行なう場合のパルスレイトを，線路の構造分散ならびに物
質分散を考慮して数値的に計算し，パルスレイトが同程度の場合には，通常のコア・クラッド型誘電
体線路に比べてコアの寸法を約 2 倍に大きくできることを明らかにしている。
第 4 章は，チャープパルスを用いた新しい光パルス伝送方式を提案し，この方式によれば分散性を
もっ誘電体線路のパルス伝送特性が大幅に改善されることを示したものである。すなわち，分散性を
もっ誘電体線路に沿うチャープパルスの伝送特性を理論的に詳しく検討し，パルスレイトを大幅に向
上させ得ること，線路の分散性を利用してパルス圧縮を行なうため線路の分散性を特に軽減する必要
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